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変更履歴 

 

日付 版数 変更内容 

2020/01/30 Rev 1.0.0 ・初版発行 

2020/02/18 Rev 2.0.0 

・データベースのキー（列）を増やした。 

・TagCollect：収集データを日ごとに生成するが、開始時間を朝 6 時などに 

設定できるようにした。 

・TagReadSend：ホスト PC に送信できなかったデータを保存しておき、後で 

送信できるようにした。 
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はじめに 
 

 本ドキュメントは、ICTagCollector の使用方法を説明したものです。安全に正しくご使用いただくため、ご利用

前に必ずお読みください。 

 

□ご注意 

 ICTagCollectorの著作権は、株式会社アートファイネックスに帰属します。 

 ICTagCollector の使用により生じた損害に対し、株式会社アートファイネックスは一切責任を負わない

ものとします。 

 本ドキュメントは、TagCollector のバージョン 2.0.0.0 以降を対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断転載を禁じます。 

本書の内容は、予告無く変更することがあります。 

記載しているスクリーンショットなどは、イメージを説明したものです。 

実際の画面と相違している場合があります。 

 

※Windowsは、米国Microsoft Corp.の登録商標です。 

※その他、商品名および製品名などは、各社の商標または登録商標です。 
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1. 概要 

 ICTagCollectorは、当社製品である UHF帯/HF帯リーダー（以下、リーダー）で RF タグ情報を収集するソフトウ

ェアツールで、３つのアプリケーションで構成されています。 

 下図のように LAN で接続されている複数のリーダーで RF タグを読取り、その情報をホスト PC 内に保存（データベ

ースとCSVファイル）します。また、クライアント PC（タブレット端末など）に接続したリーダーからの情報も収集できます。

更に、収集した情報を加工して「いつから」「いつまで」「どこで」「何が（誰が）」という情報を提供します。 

 

 

 

 

◆対応リーダー 

  アートファイネックス製の以下のリーダーです。 

  ◇UHF 帯 

       ｆ ファミリ 

       CB ファミリ（SP モデル、SU モデル） 

  ◇HF 帯 ： 詳細はご相談ください 

       ASI シリーズ（ASI4300 を除く） 

       AMI シリーズ（AMI2000、AMI2010、AMI2030 を除く） 

       NEX シリーズ（NEX7100、NEX7300 を除く） 

 

  

UHF帯 
リーダー 

HF帯 
リーダー 

リーダー 
UHF/HF 

タブレット端末 

ホスト PC に収集されたデータを 

複数の UHF/HF リーダーからデータを収集 

クライアント PCを使用して UI操作 

Windows 

Windows 

DB や CSV ファイルとして保存 

・・・ ・・・ ・・・ 

LAN 

TagCollect TagIntegrate 

TagIntegrate 

TagIntegrate 

TagReadSend 

Windows 

PC ホスト PC 
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2. 本ツールの使用例 

複数の製造工程を経て完成する製品があるとします。それの製造現場で、各作業員がどの工程でどれくらい（時分）

作業をしたかを管理します。 

UHF 帯リーダー１台には最大 16 アンテナをつなげることができ、HF 帯リーダーはアンテナ内蔵式のためリーダー１台に

対してアンテナは１つです。またRFタグの認識運用方法は下の２方式がありますので、各工程に適した方式を選びそ

れに合わせてリーダーとアンテナを設定します。 

  １．ステイ方式 

    工程エリア内に複数のアンテナを設置し、作業員には UHF 帯の RF タグを所持してもらいます。 

    作業員は何もしなくても、リーダーが複数のアンテナで自動的に RF タグを読取ります。 

    ある作業員がこの工程エリアに入ってきて RF タグを読めるようになったときが「いつから」、この工程エリアから 

    出て行って読めなくなったときが「いつまで」、アンテナが設置されている場所が「どこで」、その RF タグを所持 

    している人が「誰が」、となります。 

                アンテナ１          アンテナ２         アンテナ３ 

              

  ２．タッチ方式 

    工程エリアの出入口にアンテナを設置します。作業員には RF タグを所持してもらいます。 

    作業員はこの工程エリアに入るときと出るときに RF タグをアンテナにかざしてもらいます。 

    （入るときに作業種カードもかざしてもらうことで、どんな作業を行ったかも管理できます。） 

    ある作業員がこの工程エリアに入るときに RF タグをかざしたときが「いつから」、この工程エリアから出るときに 

    RF タグをかざしたときが「いつまで」、アンテナが設置されている場所が「どこで」、その RF タグを所持している人が 

    「誰が」、となります。 

                   

このツールを使用することで下のような「いつから」「いつまで」「どこで」「何が（誰が）」などの情報を収集管理します。 

  2019/12/24 09:05:12.204, 2019/12/24 11:20:25.143, 組立Ｂ工程, 山田太郎 

  2019/12/24 09:10:54.884, 2019/12/24 12:05:25.688, 組立Ａ工程, 鈴木二郎 

        ： 
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3. 構成アプリケーション 

ICTagCollector を構成する３つのアプリケーションソフトウェアは以下のとおりです。 

１．TagCollect 

   ホスト PC 上で起動する RF タグ情報収集アプリケーションです。 

   LAN につながっている複数のリーダーを制御して RF タグ情報を収集して、DB とCSV ファイルに保存します。 

   また、タブレット端末から受信した RF タグ情報も収集します。 

   収集する RF タグ情報は、「いつ（日時）」「どこで（どのリーダー（アンテナ）で）」「なにを（RF タグ ID）」です。 

   UHF帯の場合は、アンテナごとに読めている RFタグが変化したときに、その時に読めている RFタグを収集します。 

   一方、HF 帯の場合は、設定された読取ウェイト時間待ちながら RF タグを読み、読めた RF タグを収集します。 

   収集したデータフォーマットを後述しますので、そのデータを参照して上位アプリケーションを開発できます。 

     ※下の RF タグ情報加工アプリケーション（TagIntegrate）を併用することでもっと使いやすいデータを 

       入手できます。 

２．TagReadSend 

   クライアント PC 上で起動する RF タグ情報読取＆送信アプリケーションです。 

   クライアント PC（タブレット端末など）につながっているリーダーを制御して RF タグ情報を収集してホスト PCへ 

   送信します。 

   クライアント PC の画面で RF タグを読んだことを確認することができます。また、フィルタリング（読んだ RF タグ 

   情報を選別してホスト PC へ送信することでデータ量を減らします。 

   ホスト PCへ送信するデータフォーマットを後述しますので、Windows以外の機器（スマホや RaspberryPiなど 

   ）をクライアントにすることもできます。 

３．TagIntegrate 

    PC上で起動する RF タグ情報加工アプリケーションです。ホスト PCやクライアント PC だけでなく、その他の 

    PC上でも起動できます。 

    ホスト PC が収集した DB データを参照し、もっと使いやすいデータに加工して別の DBやCSV ファイルを生成 

    します。 

       －フィルタリング（各 RF タグがどのアンテナでいつからいつまで読めていたという情報に加工） 

       －マスター登録データ（［RF タグ ID］ と ［名称］ の対応データ）を参照して名称も付加 

    マスター登録データの作成・編集、RF タグ読取りや RF タグのエンコード（UHF 帯用）もできます。 

    加工後のデータフォーマットを後述しますので、そのデータを参照して上位アプリケーションを開発できます。 

 

ICTagCollectorを使用すると、直接リーダーを制御するソフトウェアを開発する必要がありません。DBやCSV ファ

イルを操作するだけで上位システムを開発できます。 

 

以下に、各アプリケーションの詳細を記します。 
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4. TagCollect 

4.1. ソフトウエアの概要 

ホスト PC上で起動する RF タグ情報収集アプリケーションです。 

LAN につながっている複数のリーダーを制御して RF タグ情報を収集して、DB とCSV ファイルに保存します。 

また、タブレット端末から受信した RF タグ情報も収集します。 

動作環境OS ： Windows 8/8.1/10（32bit/64bit） 

ディスプレイの解像度 ： 1280×800 以上 

4.2. 対応機器 

 本ソフトは、アートファイネックス社製 UHF 帯/HF帯 RFID リーダーに対応します。 

4.3. インストール 

 インストーラファイル(TagCollect.msi)を実行してください。 

 以下の画面が表示されますので、[次へ]を押下してください。 

 

 使用許諾契約書が表示されますので、内容に同意される場合は[同意する]を選択し[次へ]を押下してください。 
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 インストール先に変更がなければ、そのまま[次へ]を押下してください。 

 

 [次へ]を押下すると、インストールが開始されます。 

 

 以下の画面が表示されれば、インストールは完了です。[閉じる]を押下してください。 
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4.4. 使用方法 

4.4.1. 起動 

 インストール先にある TagCollect.exe を起動します。本ソフトを起動すると下のメイン画面が表示されます。 

 

 

 

① 本アプリを終了します。 

② DB 設定画面を開きます。 

③ リーダー設定画面を開きます。 

④ RF タグ情報の収集を開始します。 

⑤ 収集した RF タグの情報をリスト表示します。 

⑥ ⑤のリスト表示をクリアします。 

 

  

① 

② ③ 

④ 

⑥ 

⑤ 
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4.4.2. DB設定画面 

メイン画面内の［DB設定］ボタンをクリックすると下の DB設定画面が表示されます。 

TagCollectは収集したデータを日ごとの DBやCSV ファイルに保存します。その日の開始時間を設定することがで

きます。例えばデータが本日の朝 6 時前だったら前の日のデータとして保存し、本日の朝 6 時以降だったら本日のデ

ータとして保存します。 

この画面でその時間の設定を行います。 
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4.4.3. リーダー設定画面 

メイン画面内の［リーダー設定］ボタンをクリックすると下のリーダー設定画面が表示されます。 

この画面で RF タグ情報を収集する各リーダーの設定を行います。 

 

 

① この画面を閉じます。 

② 設定（編集）するリーダーを選択します。現在登録されているリーダー情報の一覧が表示されますので、その中

から選択します。すると、そのリーダー情報の内容が③に表示されます。 

 

③ リーダー情報の設定欄です。 

④ リーダー情報を 追加/修正/削除 します。 

  

① 
② 

③ 

④ 
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4.4.3.1. リーダー情報設定欄 

 

◇番号：リーダー番号を選択します。（１～50） 

◇種類：リーダーの種類を選択します。（UHF、HF） 

◇通知方法：上の種類で UHF を選択したときは移動時通知（UHF）を、HF を選択したときはポーリング通知（HF） 

      を選択します。ただし、クライアント PC から RF タグ情報を受取るときはクライアント通知を選択します。 

◇有効/無効：このリーダーを使うときは有効を、使わないときは無効を選択します。 

※クライアント通知を選択したときは以下の設定は不要です。 

◇IP アドレス：リーダーの IP アドレスを設定します。 

◇ポート番号：リーダーのポート番号を設定します。（リーダー内の RS-485⇔イーサネット変換器は Lantronix製で 

      デフォルトで 10001 になっています。） 

◇ウェイト時間：RF タグを読むときの待ち時間を設定します。通知方法で UHF を選択したときは、100/150/200/ 

      250/300/350 のいずれかを、HF を選択したときは 100～を設定します。ステイ/タッチ（後述）でステイを 

      選択したときは長めで、タッチを選択したときは短めがお勧めです。 

◇アンテナ：通知方法で HF を選択したときは Ant1のみ設定します。 

      有効/無効：各アンテナを使うときは有効を、使わないときは無効を選択します。（有効：○、無効：×） 

      工程番号：各アンテナが設置されている工程の番号を設定します。 

      ステイ/タッチ：各アンテナの RF タグ認識運用方法を選択します。（ステイ、タッチ） 

        ステイ：RF タグを読めている間その工程に滞在していることにする。 

        タッチ：RF タグを読んだときにその工程に入った/出たことにする。 

      送信出力：各アンテナの送信出力を選択します。（通知方法で HF を選択したときは不要） 
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4.4.3.2. 追加する場合 

［番号］にまだ登録されていない番号を選択し、リーダー情報を設定した後［追加］ボタンをクリックします。 

 

4.4.3.3. 修正する場合 

［リーダー選択］から修正するものを選択し、リーダー情報を修正した後［修正］ボタンをクリックします。 

 

4.4.3.4. 削除する場合 

［リーダー選択］から削除するリーダー情報を選択して［削除］ボタンをクリックします。 

［番号］で選択されているデータが削除されます。 

 

4.4.3.5. 登録データ 

登録されているリーダー情報は TagCollect の実行ファイルがあるフォルダ内に Reader.sqlite ファイルとしてデータ

ベースに保存されています。 

 

4.4.4. スタート 

［スタート］ボタンをクリックすると［スタート］が［ストップ］に変わり、RFデータの収集を開始します。 

下図はスタート中の画面です。 

［ストップ］ボタンをクリックすると停止します。 
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4.5. 収集されたデータ 

収集されたデータは TagCollect の実行ファイルがあるフォルダ内に log フォルダを生成し、そこにデータベースファイ

ルとCSV ファイルを保存します。以下にそれぞれについて記します。 

どちらも日ごとに生成します。［スタート］したときに無ければ自動生成され、あればデータが追加されます。 

4.5.1. データベースファイル 

データベースは SQLite を使用しています。 

ファイル名はCollectData_年月日.sqlite（ex. CollectData_20200214.sqlite）です。 

テーブル名は collect_data です。 

各カラムは次のとおりです。 

・num（INTEGER PRIMARY KEY AUTOINCREMENT）：連番 

・day_time（TEXT）：年/月/日 時:分:秒.ミリ秒 ex. 2020/02/14 13:20:19.187 

・type（INTEGER）：この RF タグを読んだリーダーの種類 0:UHF 帯, 1:HF帯 

・method（INTEGER）：この RF タグを読んだリーダーの通知方法 0:移動時通知, 1:ポーリング, 2:クライアント 

・reader_num（INTEGER）：この RF タグを読んだリーダー番号 1～50 

・ant_num（INTEGER）：この RF タグを読んだアンテナ番号 1～16 HF帯のときは 0 

・proc_num（INTEGER）：この RF タグを読んだアンテナが設置されている工程番号 

・operation（INTEGER）：この RF タグを読んだアンテナの認識運用方法 0:ステイ方式 1:タッチ方式 

・tag_id（TEXT）：この RF タグの ID ex. E008010C388B992F 

・no（INTEGER）：HF帯のときはタグの種類 1：FeliCa、4：ISO15693、0：作業種を画面選択 

    UHF 帯のときは一度に複数のデータを収集することがある。どのデータが一固まりかを知るための番号 

    例えば 3 つのデータを収集したときは下のように 1 つずつ小さくなり、最後のデータが 0 になる 

           1 つ目のデータの no は 2 

           2 つ目のデータの no は 1 

           3 つ目のデータの no は 0 

・ext01（TEXT）：拡張用 

・ext02（TEXT）：  〃 

 ： 

・ext10（TEXT）：  〃 
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例 

 

4.5.2. CSV ファイル 

ファイル名は 年月日.csv （ex. 20200214.csv）です。 

例 
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4.5.3. 各データ内容 

◇HF帯の場合 

  設定されたウェイト時間待ちながら RF タグを読み、読んだ RF タグ情報を収集します。例えばウェイト時間を 

  100msec に設定し、リーダーに RF タグを 1秒ほどかざすと 3～6 個ほどの情報を収集します。 

  それらの情報は収集した日時が違うだけで、他は同じデータになります。 

  収集した RF タグ情報を後述する TagIntegrate アプリで加工すると、それらをマージして「いつから」「いつまで」 

  「どこで」「何を」という 1 つのデータにすることができます。 

◇UHF帯の場合 

  各アンテナごとに RF タグの状態が変化したときに、そのときの RF タグ情報を収集します。例えば RF タグが無い 

  状態で RF タグ A を読むと、 

    A を読みました。 

  という情報を収集します。 

  そのまま Aが留まり、他の RF タグが入ってこない状態が続いている間は情報は発生しません。 

  この後 Aが留まっており、Bが入って来ると 

    A を読みました。 

    B を読みました。 

  という 2 つの情報を収集します。 

  次に B が抜けると 

    A を読みました。 

  という情報を収集し、更に A も抜けると 

    RF タグがありません。 

  という情報を収集します。 

  このように、Aは 1 度だけ入って出ただけなのに、他の RF タグの出入により何度も情報を収集されます。 

  収集した RF タグ情報を後述する TagIntegrate アプリで加工すると各 RF タグが各工程に入った日時と 

  出た日時で整理することができ、上の例ですと「いつから」「いつまで」「どこで」「何（A）を」という 1 つのデータに 

  することができます。 

 

  



                                       

ICTagCollector 取扱説明書 

14 

 

 

4.5.4. クライアント通知データ内容 

TagCollectは UHF帯リーダーや HF帯リーダーから RF タグ情報を収集しますが、「リーダー設定画面」の 

「通知方法」で「クライアント通知」を選択すると TCP通信によりクライアント PC から受信した RF タグ情報も 

収集できます。 

例えば後述する TagReadSend をクライアント PC（Windows）上で起動すると、クライアント PC に接続 

されているリーダーで RF タグを読み、その情報をホスト PCへ送信します。 

下に、ホスト PC とクライアント PC との通信手順と通信データフォーマットを記しますので、独自のクライアントアプリを 

開発すると、スマホ や Raspberry Pi などをクライアントとすることもできます。 

 

◇通信手順と通信データフォーマット 

   TagCollect（ホスト PC）は常にデータ受信待ちをしています。 

   クライアントからホスト PC へ下のデータフォーマットでデータを送信します。 

       「AFX:日時,リーダー番号,アンテナ番号,工程番号,運用方式,タグ ID,タグの種類,拡張用 1～10¥n」 

         （運用方式 と タグの種類 と 拡張用 は、前述した「データベースファイル」の 

          operation と no と ext01～ext10です。） 

   TagCollectはデータを受信するとその返答として下のデータを送信しますので、クライアントはこれを受信して、 

   TagCollectがデータを受信したことを確認します。 

       「afx¥n」 
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5. TagReadSend 

5.1. ソフトウエアの概要 

クライアント PC 上で起動する RF タグ情報読取＆送信アプリケーションです。 

クライアント PC（タブレット端末など）につながっているリーダーを制御して RF タグ情報を収集してホスト PCへ 

送信します。 

動作環境OS ： Windows 8/8.1/10（32bit/64bit） 

ディスプレイの解像度 ： 1280×800 以上 

5.2. 対応機器 

 本ソフトは、アートファイネックス社製 UHF 帯/HF帯 RFID リーダーに対応します。 

5.3. インストール 

 インストーラファイル(TagReadSend.msi)を実行してください。 

 以下の画面が表示されますので、[次へ]を押下してください。 

 

 使用許諾契約書が表示されますので、内容に同意される場合は[同意する]を選択し[次へ]を押下してください。 
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 インストール先に変更がなければ、そのまま[次へ]を押下してください。 

 

 [次へ]を押下すると、インストールが開始されます。 

 

 以下の画面が表示されれば、インストールは完了です。[閉じる]を押下してください。 
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5.4. 使用方法 

5.4.1. 起動 

 インストール先にある TagReadSend.exe を起動します。本ソフトを起動すると下のメイン画面が表示されます。 

 

 

 

 

① 本アプリを終了します。 

② 設定画面を開きます。 

③ RF タグ情報の読取り＆ホスト PCへ送信 を開始します。 

④ 読取った RF タグに対応する名称（作業者名や作業種名）をリスト表示します。 

⑤ 読取った RF タグ情報を直近 10件分表示します。 

⑥ ⑤のリスト表示をクリアします。 

⑦ ホスト PC に送信できなかった RF タグ情報を表示します。 

⑧ ⑥のリストをホスト PC に再送します。 

 

  

① 

② ③ 

④ 

⑤ 

図 5-1 

⑥ 

⑥ 

⑦

7 
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5.4.2. 設定画面 

メイン画面内の［設定］ボタンをクリックすると下のリーダー設定画面が表示されます。 

この画面で PC に接続されているリーダーの設定などを行います。 

 

 

① 設定されている内容を保存してこの画面を閉じます。 

② 設定されている内容を保存しないでこの画面を閉じます。 

③ メイン画面上部に表示する名称を設定します。 

④ リーダー情報の設定欄です。 

  

① ② 

③ 

④ 
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5.4.2.1. リーダー情報設定欄 

 

◇リーダー種類：リーダーの種類を選択します。 

◇インターフェース：PC とリーダーの接続方法を設定します。 

◇リーダー：リーダー番号とウェイト時間を設定します。ウェイト時間は UHF CB ファミリのときは 100/150/200/250/ 

         300/350 のいずれかを、その他のときは 100～を設定します。 

◇ホスト PC：読んだ RF タグ情報の送信先であるホスト PC の IP アドレスを設定します。 

◇アンテナ：UHF CB ファミリのときは Ant1 のみ設定します。 

      有効/無効：各アンテナを使うときは有効を、使わないときは無効を選択します。（有効：○、無効：×） 

      工程番号：各アンテナが設置されている工程の番号を設定します。 

      ステイ/タッチ：各アンテナの RF タグ認識運用方法を選択します。（ステイ、タッチ） 

        ステイ：RF タグを読めている間その工程に滞在していることにする。 

        タッチ：RF タグを読んだときにその工程に入った/出たことにする。 

      送信出力：各アンテナの送信出力を選択します。（通知方法で HF を選択したときは不要） 
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5.4.3. 名称表示方法 

TagReadSend の実行ファイルがあるフォルダ内に下図のような RFTagID_Name.csv ファイルを用意しておくと、 

RF タグを読んだときに、その RF タグ ID と紐づけられた名称（作業者名や作業種名）をメイン画面上側のリストに 

表示することができます。このファイルが無い場合は RF タグ ID を表示します。 

このファイルは次章の TagIntegrate アプリケーションでも生成することができます。 

 

 

5.4.4. 作業種ボタン表示方法 

リーダーに作業者の RF タグや作業種の RF タグをかざすとその RF タグ情報を読んでホスト PCへ送信しますが、 

作業種の RF タグを用意しないで、操作画面上の作業種ボタンをクリックすることで作業種 ID情報を送信することが

できます。 

TagReadSend の実行ファイルがあるフォルダ内に左下図のような SelectButtun.csv ファイルを用意します。 

最大 21個までのボタンを設定できます。設定した分のボタンが操作画面右側に追加されます。 

操作画面右辺をドラッグすることで隠れているボタンを表示することができます。 
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5.4.5. スタート 

［スタート］ボタンをクリックすると［スタート］が［ストップ］に変わり、RF タグ情報読取＆送信 を開始します。 

下図はスタート中の画面です。 

［ストップ］ボタンをクリックすると停止します。 
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6. TagIntegrate 

6.1. ソフトウエアの概要 

PC上で起動する RF タグ情報加工アプリケーションです。ホスト PCやクライアント PC だけでなく、その他の 

PC上でも起動できます。 

ホストPCが収集したDBデータを参照し、もっと使いやすいデータに加工して別のDBやCSVファイルを生成します。 

動作環境OS ： Windows 8/8.1/10（32bit/64bit） 

ディスプレイの解像度 ： 1280×800 以上 

6.2. 対応機器 

 本ソフトは、アートファイネックス社製 UHF 帯/HF帯 RFID リーダーに対応します。 

6.3. インストール 

 インストーラファイル(TagIntegrate.msi)を実行してください。 

 以下の画面が表示されますので、[次へ]を押下してください。 

 

 使用許諾契約書が表示されますので、内容に同意される場合は[同意する]を選択し[次へ]を押下してください。 
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 インストール先に変更がなければ、そのまま[次へ]を押下してください。 

 

 [次へ]を押下すると、インストールが開始されます。 

 

 以下の画面が表示されれば、インストールは完了です。[閉じる]を押下してください。 

 

 

  



                                       

ICTagCollector 取扱説明書 

24 

 

 

6.4. 使用方法 

6.4.1. 起動 

 インストール先にある TagIntegrate.exe を起動します。本ソフトを起動すると下のメイン画面が表示されます。 

 

 

① 本アプリを終了します。 

② タグ ID設定画面を開きます。 

③ 工程設定画面を開きます。 

④ 加工するデータベースファイルを選択します。TagCollect で生成されたデータベースファイルです。 

（複数のファイルを選択できます。そのときは、選択した全ファイルをまとめて加工します。） 

⑤ 加工後のデータベースファイルを保存するフォルダを選択します。 

⑥ 加工するときに使用します。 

上図のように ステイ時が 5000msec、タッチ時が 300msec の場合の例 

  認識運用方法がタッチ方式のとき、リーダーに RF タグをかざすと数回読みますが、この間隔が 300msec 

  以内だったらこれを 1回のタッチとして扱います。 

  一方、ステイ方式のとき、一瞬 RF タグを読めないことがありますが、この読めなかった間隔が 5000msec 

  以内だったら RF タグを読めていたことにします。 

⑦ RF タグ情報の加工を開始します。 

 

 

  

① 
② ③ 

④ 

図 6-1 

⑤ 

⑥ ⑦ 
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6.4.2. タグ ID設定画面 

メイン画面内の［タグ ID設定］ボタンをクリックすると下のタグ ID設定画面が表示されます。 

この画面で RF タグ情報の設定を行います。 

 

  

  

① この画面を閉じます。 

② リーダーと接続/切断します。 

    リーダーと接続すると⑤が有効になり、RF タグ ID を読んだり書き換えたりできるようになります。 

    ［リーダーと接続］ボタンをクリックすると下の接続画面が表示されますので、PC にリーダーを接続した後［OK］ 

    ボタンをクリックします。正常に接続できるとこの画面が消えます。 

  

 

  

① ② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 
⑦ 
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③ 設定（編集）するタグを選択します。現在登録されているタグ情報の一覧が表示されますので、その中から選択

します。すると、そのタグ情報の内容が④に表示されます。 

 

④ タグ ID：16 進数です。最大 12 バイトなので 24 文字までです。また 2バイト単位で設定するため入力できる 

       文字数は、4、8、12、16、20、24 のいずれかです。 

    種類：この RF タグの種類を選択します。（作業者、作業種） 

    名称：作業者名または作業種名です。 

    コメント：コメントとしてお使いください。 

    拡張データ：将来の拡張用です。 

⑤ RF タグ ID を読んだり書き換えたりします。 

    リーダーと接続した後、アンテナに RF タグをかざして［タグ読取］ボタンをクリックすると RF タグを読んでその ID を 

    ［タグ ID］に表示しますので、設定作業が容易になります。 

    また RF タグをエンコード（書込み）することもできます。［タグ ID］に書込みたい ID を設定した後、アンテナに 

    RF タグをかざして［タグ書込］ボタンをクリックすると書込めます。 

⑥ TagReadSendで使用する RFTagID_Name.csv ファイルを生成します。TagIntegrateの実行ファイルが

あるフォルダ内に生成します。 

⑦ RF タグ情報を 追加/修正/削除 します。 
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6.4.2.1. 追加する場合 

［タグ ID］にまだ登録されていない ID を選択し、RF タグ情報を設定した後［追加］ボタンをクリックします。 

 

6.4.2.2. 修正する場合 

［タグ選択］から修正するものを選択し、RF タグ情報を修正した後［修正］ボタンをクリックします。 

 

6.4.2.3. 削除する場合 

［タグ選択］から削除する RF タグ情報を選択して［削除］ボタンをクリックします。 

［タグ ID］で設定されているデータが削除されます。 

 

6.4.2.4. 登録データ 

登録されている RF タグ情報は TagIntegrate の実行ファイルがあるフォルダ内に MasterData.sqlite ファイルとし

て工程情報と一緒にデータベースに保存されています。 
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6.4.3. 工程設定画面 

メイン画面内の［工程設定］ボタンをクリックすると下の工程設定画面が表示されます。 

この画面で工程の設定を行います。 

  

  

① この画面を閉じます。 

② 設定（編集）する工程を選択します。現在登録されている工程情報の一覧が表示されますので、その中から選

択します。すると、その工程情報の内容が③に表示されます。 

 

③ 番号：工程の番号です。 

    名称：工程名です。 

    コメント：コメントとしてお使いください。 

④ RF タグ情報を 追加/修正/削除 します。 

  

① ② 

③ 

④ 
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6.4.3.1. 追加する場合 

［番号］にまだ登録されていない番号を設定し、工程情報を設定した後［追加］ボタンをクリックします。 

 

6.4.3.2. 修正する場合 

［工程選択］から修正するものを選択し、工程情報を修正した後［修正］ボタンをクリックします。 

 

6.4.3.3. 削除する場合 

［工程選択］から削除する工程情報を選択して［削除］ボタンをクリックします。 

［番号］で設定されているデータが削除されます。 

 

6.4.3.4. 登録データ 

登録されている RF タグ情報は TagIntegrate の実行ファイルがあるフォルダ内に MasterData.sqlite ファイルとし

て RF タグ情報と一緒にデータベースに保存されています。 

 

6.4.4. スタート 

［スタート］ボタンをクリックすると RF データの加工を開始し、加工が完了すると「完了しました。」というダイアログが 

表示されます。 
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6.5. 加工されたデータ 

加工されたデータは［加工後の保存フォルダ］で設定されたフォルダ内にデータベースファイルとCSVファイルを生成しま

す。生成するファイル名は加工前のファイル名の後に「_i」を付けたものにします。複数のファイルを選択したときは始め

のファイル名の後に「_i」を付けたものにします。 

例：加工前のファイル名がCollectData_20200214.sqlite のとき、CollectData_20200214_i.sqlite と 

CollectData_20200214_i.csv を生成します。 

以下にそれぞれについて記します。 

6.5.1. データベースファイル 

データベースは SQLite を使用しています。 

テーブル名は integrate_data です。 

各カラムは次のとおりです。 

・num（INTEGER PRIMARY KEY AUTOINCREMENT）：連番 

・day_time_from（TEXT）：年/月/日 時:分:秒.ミリ秒 ex. 2020/01/29 13:20:19.187 

・day_time_to（TEXT）：年/月/日 時:分:秒.ミリ秒 ex. 2020/01/29 13:20:19.187 

・type（INTEGER）：この RF タグを読んだリーダーの種類 0:UHF 帯, 1:HF帯 

・reader_num（INTEGER）：この RF タグを読んだリーダー番号 1～50 

・ant_num（INTEGER）：この RF タグを読んだアンテナ番号 1～16 HF帯のときは 0 

・proc_num（INTEGER）：この RF タグを読んだアンテナが設置されている工程番号 

・proc_name（TEXT）：上の工程名 

・operation（INTEGER）：この RF タグを読んだアンテナの認識運用方法 0:ステイ, 1:タッチ 

・kind（INTEGER）：この RF タグの種類 0:作業者, 1:作業種 

・tag_id（TEXT）：この RF タグの ID ex. E008010C388B992F 

・name（TEXT）：上の名称（作業者名、作業種名） 

・no（INTEGER）：アプリ内部で使用（0、1） 

・ext01（TEXT）：拡張用 

・ext02（TEXT）：  〃 

    ： 

・ext10（TEXT）：  〃 
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例 

 

6.5.2. CSV ファイル 

例 
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6.6. 加工方法 

下の手順で加工します。 

6.6.1. HF帯データ 

各 RF タグ情報の日時を比較して、メイン画面で設定する［チャタリング防止時間］以内のものは同じデータとしてマー

ジします。 

 

6.6.2. UHF帯データ 

各アンテナごとに各 RF タグ IDが入った日時と出た日時にマージします。 

また、RF タグが抜けてから再び入った時間が、メイン画面で設定する［チャタリング防止時間］以内のときは抜けてい

ないものとして扱います。 

更に、複数アンテナで同一工程エリアを覆っている場合は、各アンテナごとではなくエリアごととしてマージします。 
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TagCollect 補足説明 
 

この度、ご提供いたします TagCollectは、HF帯の RF タグ ISO18000-3 mode3 も検出できるように改良した

ものです。取扱説明書とこのドキュメントを参考にお使いください。 

TagCollectは、LANにつながっている複数の RFID リーダ・ライタを制御して RF タグ情報を検出し、CSV ファイルと

データベースに保存する Windows アプリケーションです。 

 

1. RFID リーダ・ライタのセットアップ 

UHF 帯 RFID リーダ・ライタ共通セットアップガイド.pdf をご覧いただき、RFID リーダ・ライタの IP アドレスを設定してく

ださい。P10 の「2.4.LAN での接続」。 

 

2. TagCollectのインストール 

取扱説明書のとおり TagCollect_400.msi を実行して PC にインストールしてください。 

 

3. PC と 2 台の RFID リーダ・ライタを LAN に接続 

 

4. TagCollectの起動 
取扱説明書のとおりインストール先にある TagCollect.exe を起動します。 

インストール時にインストールするフォルダを設定していますが、もしデフォルトのままインストールしていれば下のフォルダ

にあるはずです。 

C:¥ART Finex¥TagCollect¥TagCollect.exe 
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5. リーダー設定 
［リーダー設定］ボタンをクリックして[リーダー設定]ダイアログを表示します。ここで RFID リーダ・ライタ 2 台分の設定を

行います。下に 1台目と 2台目の例を示します。 

IP アドレスはお使いの LAN環境に合わせて設定してください。ウェイト時間は RF タグの検出間隔です。 

それ以外の設定は下図と同じでかまいません。 

 

  1 台目 

 

 

始めて設定するときは[追加]ボタンで、その後修正した後は[修正]ボタンで設定します。 
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  2 台目 

 

 

設定が完了しましたら画面右上の[閉じるボタンでこのダイアログを閉じます。 
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6. スタート/ストップ 
［スタート］ボタンをクリックすると下図のように［ストップ］に変わって RF タグの検出を開始します。 

 

 

 

［ストップ］ボタンをクリックすると［スタート］に変わって RF タグの検出を終了します。 

 

7. ログ 
RF タグを検出すると実行ファイル TagCollect.exe があるフォルダにある log フォルダに CSV ファイルとデータベース

ファイルが生成されます。 

インストール時にインストールするフォルダを設定していますが、もしデフォルトのままインストールしていれば下のフォルダ

にあるはずです。 

C:¥ART Finex¥TagCollect¥log¥ 

ログ内容の詳細は取扱説明書をご覧ください。 

 

 

 

以上 
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TagMonitor 取扱説明書 
 

TagMonitor は TagCollect が生成するデータベースを監視し、リーダー1 とリーダー2 で検知している RF タグの 

ID を画面に表示する Windows アプリケーションです。 

 

1. TagMonitor のインストール 

インストーラはありません。TagCollect をインストールしている PC に TagMonitor フォルダごとコピーしてご使用くだ

さい。 

 

2. TagMonitor の起動 
TagMonitor.exe を起動します。 
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3. 設定 
画面右上の[選択]ボタンをクリックするとファイル選択ダイアログが表示されますので、TagCollect が生成するデータ

ベースファイルを選択します。例：CollectData_20200923.sqlite 

RF タグの読取間隔（msec）には、TagCollectの［リーダー設定］画面で設定したウェイト時間と同じ値を設定しま

す。 
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4. スタート/ストップ 
［スタート］ボタンをクリックすると下図のように［ストップ］に変わってデータベースの監視と RF タグの ID 表示を開始

します。 

R/W 1 には TagCollectの［リーダー設定］画面で設定した1番のRFIDリーダ・ライタで検知した IDを、R/W 2 に

は 2 番の RFID リーダ・ライタで検知した ID を表示します。 

 

RF タグがあるときの例 

 

 

RF タグが無かったときの例 

 

 

［ストップ］ボタンをクリックすると［スタート］に変わって終了します。 

 

以上 


